
提案書
偏った思想に染められない権利

グループA



中高生の願い 制度、仕組み

•みんなが認められる世界

•周りの目をきにせず自由に物事を考えれる

•縛られない

•思想教育による将来の選択肢を少なくさせられる



願いの背景 現状、課題

•親や先生からの影響力が大きすぎる

•気付かないうちに思想教育をされている

•閉ざされたコミュニティー



目指す姿 理想像、権利

•みんなが認められる世界

•第三者による授業

•教師または親はすべてではないという教育

（ex.色んな人と触れ合う、放課後先生サービス）







意見を尊重される権利
Bグループ



わたしたちの願い

•子供が大人と対等に接したい！

•先生にはなかなか本音を言えない

（成績を下げられるかもしれないから）



背景

•生徒総会で、生徒の意見が否決された理由を説明
してくれない。

もしくは、その理由に納得ができない。



目指す姿

•先生に本音で意見を言える場所（意見をきちんと
聞いてもらえて、納得のいく話し合いができる）
を作る！



提案

意見の尊重

意見を主張しやすい雰囲気

肯定的
お互いの立場に立つ

第三者
利益を考えないを















提言書
Dグループ



①中高生の願い（制度・仕組み）

選択・判断する権利



②願いの背景（現状・課題）

その人の選択を無視したらその
人の存在を否定することになっ
てしまう

同調圧力によって自分の立場で
言えなくなってしまうことが多
い



③目指す姿（理想像・権利）

選択、判断を尊重した上で意見を述べる

その人がいきいきと人間らしく生きられ
るように

大人の人も子どもの判断・選択を支える

大人が子どもが選択できる環境を整える







提言書（Eグループ）

①中高生の願い
• 意思表示がしやすい環境

②願いの背景
• 勝手に決められた予定、ルール、期限に対して
断りにくい

③目指す姿
• 否定されない、意思を尊重される権利
• 気軽に話せる環境



①中高生の願い
・意思表示がしやすい環境

例：怒られたりしない
：理不尽に否定されない



②願いの背景
・勝手に決められた予定、ルール、期限、に対し
て断りにくい

例：ランドセルの色を決められてしまう
：勝手にルール（校則・門限）が決められる
：提出期限について相談しづらい



③目指す姿
・否定されない、意思を尊重される権利
・気軽に話せる環境

例：大人と子どもが話す機会を設ける
（政治家に意見を言う、近所の人に相談する）

：期限やルールを決める際はアンケートを実施する


















